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【
板
橋
・
書
記
・
武
田
栄
一
通

信
員
】
2
月
20
日
、
「
板
橋
怒
り

の
総
行
動
」
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
消
費
税
10
％
増
税
影
響

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
宣
伝
・
署
名

行
動
を
行
な
い
、
東
京
土
建
板
橋

支
部
、
区
内
労
組
、
板
橋
民
商
な

ど
か
ら
38
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

消
費
税
ア
ニ
メ
動
画
を
視
聴
し

学
習
し
た
後
、
中
板
橋
商
店
街
、

ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商
店
街
の

二
手
に
分
か
れ
、
消
費
税
10
％
増

税
影
響
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
宣
伝

・
署
名
行
動
を
し
ま
し
た
。
蕎
麦

屋
、
自
転
車
店
、
酒
店
な
ど
を
訪

問
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い

し
、
21
店
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

売
り
上
げ
が
下
が
っ
た
と
答
え

た
方
が
70
％
、
消
費
税
は
「
廃
止

し
て
ほ
し
い
」
が
30
％
、
「
5
％

に
戻
し
て
」
が
40
％
の
回
答
で
し

た
。
複
数
税
率
に
対
応
す
る
レ
ジ

を
購
入
し
た
酒
屋
さ
ん
で
は
「
経

費
も
か
か
っ
た
し
業
務
が
煩
雑
に

な
っ
て
思
っ
た
よ
り
大
変
」
と
の

声
が
。
多
く
の
商
店
で
消
費
税
10

％
引
き
上
げ
の
影
響
が
出
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。ま
た「
消

費
税
5
％
に
引
き
下
げ
を
求
め
る

署
名
」
は
70
人
の
方
か
ら
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

【
葛
飾
・
書
記
・
滝
沢
敬
二
記
】

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
勝
利
に
向
け

て
毎
月
一
度
、
部
会
の
前
に
青
砥

駅
前
で
署
名
宣
伝
行
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
2
月
27
日
に
つ
い
て
も

コ
ロ
ナ
対
策
の
急
務
が
告
げ
ら
れ

る
中
で
し
た
が
、原
告
団
も
含
む
、

7
人
の
仲
間
が
参
加
し
て
、
冷
え

込
む
中
、
署
名
・
宣
伝
行
動
を
行

な
い
ま
し
た
。

及
川
部
長
は
マ
イ
ク
で
、
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
は
今
年
で
12
年
目
を

迎
え
た
こ
と
、
国
と
最
高
裁
に
向

け
た
署
名
へ
の
協
力
、
建
設
石
綿

被
害
者
補
償
基
金
制
度
の
創
設
の

必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
関
係

で
署
名
の
集
ま
り
や
チ
ラ
シ
・
テ

ィ
ッ
シ
ュ
を
ど
れ
だ
け
受
け
取
っ

て
く
れ
る
か
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
前
回
同
様
に
署
名
30
筆
、
チ

ラ
シ
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
も
4
5
0
枚

配
布
で
き
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
働
き
か
け
て
き
た
ア

ス
ベ
ス
ト
第
3
陣
訴
訟
に
は
葛
飾

支
部
か
ら
は
、
た
つ
み
分
会
の
仲

間
（
大
工
）
が
加
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
道
50
年
、
組
合
加
入
歴
45
年

の
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。
平
成
29
年
3

月
7
日
に
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
労

災
認
定
を
受
け
、
現
在
療
養
中
で

す
。
支
部
会
館
の
2
階
ま
で
の
階

段
を
上
が
る
だ
け
で
息
が
切
れ
、

し
ば
ら
く
休
憩
し
な
い
と
声
も
で

ま
せ
ん
。そ
ん
な
中
で
本
人
は「
ア

ス
ベ
ス
ト
を
使
い
続
け
た
国
と
企

業
は
許
せ
な
い
。
少
し
で
も
力
に

な
れ
ば
」
と
原
告
団
に
加
わ
る
決

意
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
宣
伝
行
動
を
継
続

し
、
地
域
の
仲
間
に
も
呼
び
か
け

署
名
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

酒屋さんは「経費がかかり、業務も煩雑に
なった」と話していました部会前に必ず駅宣をする葛飾の仲間たち

【
足
立
・
書
記
・
栗
原
知
也
記
】

2
月
20
日
に
足
立
春
闘
共
闘
主
催

の
「
3
駅
合
同
駅
頭
宣
伝
」
を
実

施
し
、
綾
瀬
駅
、
西
新
井
駅
、
北

千
住
駅
の
区
内
3
駅
に
31
人
（
内

足
立
支
部
22
人
）
が
集
ま
り
、
一

斉
に
宣
伝
行
動
を
行
な
い
ま
し

た
。チ

ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
な
が

ら
、
主
に
3
つ
の
要
求
を
掲
げ
ア

ピ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
1
つ

は
大
企
業
の
内
部
留
保
を
労
働
者

や
下
請
の
賃
金
・
単
価
の
支
払
い

に
回
し
、
「
だ
れ
で
も
月
額
2
万

5
千
円
以
上
、
時
間
額
1
5
0
円

以
上
の
賃
上
げ
」
が
で
き
る
よ
う

企
業
が
社
会
的
責
任
を
果
た
し
て

い
く
。
2
つ
目
は
東
京
地
評
が
行

な
っ
た
生
計
費
調
査
を
も
と
に

「
全
国
一
律
で
最
低
賃
金
1
5
0

0
円
以
上
」
の
実
現
。
3
つ
目
は

昨
年
4
月
か
ら
始
ま
っ
た
働
き
方

改
革
を
推
進
し
、
有
給
休
暇
5
日

以
上
の
取
得
や
非
正
規
労
働
者
へ

の
不
合
理
な
差
別
を
禁
止
し
、
皆

が
安
心
し
て
働
け
る
社
会
の
実
現

で
す
。

コ
ロ
ナ
の
騒
ぎ
で
落
ち
着
か
な

い
状
況
の
中
、
埼
玉
県
と
の
境
の

竹
ノ
塚
駅
の
通
行
人
か
ら
「
1
駅

移
動
す
る
だ

け
で
時
給
が

87
円
も
変
わ

っ
て
し
ま
う

ん
だ
ね
」
と

話
し
か
け
ら

れ
る
な
ど
実

際
に
働
い
て

い
る
方
か
ら

は
関
心
が
集

ま
り
ま
し

た
。
賃
金
引

き
上
げ
の
声

を
さ
ら
に
大

き
く
し
て
い

く
た
め
、
継
続
し
て
宣
伝
行
動
を

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
賃
金
対
策
部
発
】
「
人
送

Ｅ
Ｖ
の
使
用
時
間
を
増
や
し
て

欲
し
い（
清
水
建
設
）」
、
「
耐

火
被
覆
吹
付
作
業
後
の
清
掃
が

不
十
分
（
西
松
建
設
）
」
、
「
構

台
か
ら
角
材
を
投
げ
つ
け
る
危

険
な
パ
ワ
ハ
ラ
を
な
く
し
て
欲

し
い
（
鴻
池
組
）
」
、
「
ト
イ

レ
の
大
便
器
が
行
列
、
増
設
を

（
鹿
島
建
設
）
」
な
ど
、
作
業

環
境
の
改
善
を
求
め
る
声
は
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
事
業
主

か
ら
は
、
工
期
の
し
わ
寄
せ
や

法
定
福
利
費
の
適
正
な
支
払
い

を
受
け
ら
れ

な
い
、
上
位

会
社
の
横
暴

さ
へ
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

パ
ル
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
＝
パ
ワ
フ
ル

・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
リ
ー
ダ

ー
ズ
）
と
は
、
力
強
く
行
動
的

に
建
設
産
業
の
明
る
い
未
来
を

切
り
開
く
先
頭
に
立
ち
、
労
働

者
の
権
利
や
処
遇
改
善
を
め
ざ

す
こ
と
を
目
的
に
、
2
0
0
6

年
に
結
成
し
ま
し
た
。こ
の
間
、

安
全
衛
生
や
元
請
な
ど
の
理
不

尽
な
実
態
を
受
け
止
め
、
そ
の

改
善
・
解
決
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
。

年
度
末
の
繁
忙
期

に
突
如
お
き
た
コ
ロ

ナ
問
題
。
「
老
人
保

健
施
設
の
現
場
が
中

止
に
な
っ
た
」
「
設
備
機
器
が

入
荷
で
き
ず
引
き
渡
し
が
で
き

な
い
」
と
混
乱
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
工
期
の
短
縮
は
、
労
働

強
化
に
つ
な
が
り
重
大
事
故
を

招
き
ま
す
。
事
業
者
は
契
約
変

更
に
伴
う
損
金
を
計
上
で
き
な

け
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
経
営
に
行

き
詰
ま
り
ま
す
。
黙
っ
て
い
て

も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

仲
間
の
み
な
さ
ん
、
声
を
集

め
て
要
求
し
、
働
き
や
す
い
現

場
づ
く
り
に
、
パ
ル
へ
の
加
入

で
現
場
を
変
え
ま
し
ょ
う
。

宣伝物を手渡す足立の仲間

3
月
5
日
の
夕
方
、
国
民
春
闘

共
闘
委
員
会
、
東
京
春
闘
共
闘
委

員
会
は
退
勤
時
宣
伝
行
動
に
取
り

組
み
、
労
働
相
談
を
知
ら
せ
る
テ

ィ
ッ
シ
ュ
と
「
正
規
も
非
正
規
も

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
も
コ
ロ
ナ
休
業
賃

金
10
割
補
償
を
」
と
あ
る
チ
ラ
シ

を
配
布
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

し
た
小
田
川
義
和
国
民
春
闘
共
闘

委
員
会
共
同
代
表（
全
労
連
議
長
）

は
「
昨
秋
の
消
費
税
増
税
に
よ
る

景
気
の
後
退
に
加
え
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
日
本
社

会
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

政
府
は
制
度
を
積
極
的
に
活
用

し
、
コ
ロ
ナ
を
口
実
と
し
た
首
切

り
は
起
こ
さ
せ
な
い
、
仕
事
を
休

み
や
す
い
環
境
の
整
備
を
す
す
め

る
べ
き
。春
闘
は
敢
然
と
闘
お
う
」

な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

あいさつする新四役、常任の皆さん

【
本
部
・
早
川
智
記
】
2
月
15

日
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

本
部
役
員
41
人
、
代
議
員
99
人
、

他
来
賓
等
を
含
め
総
勢
1
9
3
人

が
参
加
し
て
「
主
婦
の
会
第
54
回

総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

矢
野
・
君
塚
両
常
任
が
議
長
に

選
出
さ
れ
、
来
賓
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
い
た
後
に
議
事
に
入
り
ま
し

た
。
ま
ず
本
田
医
師
の
講
演
「
医

療
・
社
会
保
障
崩
壊

そ
の
ル
ー

ツ
明
治
維
新
を
探
る
！
」
で
学
習

し
た
の
ち
、
「
基
調
報
告
」
、
続

い
て
「
組
織
」
「
平
和
家
族
・
女

性
」
「
教
育
宣
伝
」
各
専
門
部
か

ら
の
経
過
と
支
部
経
験
、
並
び
に

決
算
と
監
査
の
報
告
が
あ
り
、
質

疑
後
に
承
認
。
続
い
て
各
専
門
部

か
ら
の
方
針
と
予
算
案
の
提
案
が

あ
り
、
質
疑
を
経
て
採
決
さ
れ
ま

し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
総
会
宣
言

が
採
択
さ
れ
、
機
関
紙
ま
つ
り
の

表
彰
、
最
後
に
新
役
員
が
選
出
さ

れ
て
全
て
の
議
事
が
終
了
。

新
年
度
の
役
員
は
次
の
皆
さ

ん
。
会
長
・
塩
野
操
（
大
田
）
。

副
会
長
・
相
樂
由
美
子（
荒
川
）、

遠
藤
知
子
（
台
東
）
、
君
塚
徳
子

（
町
田
）
。
事
務
局
長
・
岡
村
恭

代
（
北
）
。
（
敬
称
略
）

新宿駅西口での宣伝行動

求

人
１０
％
増
税
の
影
響
は

１０
％
増
税
の
影
響
は

板橋

商
店
訪
問
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

パ
ル
に
加
入
し
声
を
あ
げ

現
場
を
変
え
よ
う

春
闘
力
合
せ
闘
お
う

コ
ロ
ナ
休
暇
へ
の
補
償
も

内
部
留
保
使
い
賃
上
げ
を

足立

３
駅
頭
で
一
斉
駅
宣

提訴控え署名宣伝
建設アスベスト３陣の

本田医師が記念講演
主婦の会が５４回総会開催

葛
飾


